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【成 果】 

・「越生町を学ぶ」の඲体を通して�割௨ୖの生徒が越生町についての学びが深まࡗたと回⟅。ま 

た他学科の取り組ࡳをぢることで่⃭を受け、さらにูほⅬから越生町の理解が深まࡗた。 

・それࡒれの制作活動、発表のᶵ会を通じてㄽ理的ᛮ考や๰㐀性、プレࢮンテーシࣙンスキルの㣴成 

に㈨するᶵ会となࡗた。 

【能力・スキル】 

 越生町理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【連携企業】越生町 

 
【授業名・プロジェクト名】「ㄪ理手㡰フローを考える」 

１年ㄪ理科１１月１㸷᪥㸦ⅆ㸧「ㄪ理理ㄽで実施」 

【授業の概要・狙い】 

・ᮏ授業は、生徒のㄽ理的ᛮ考力とグループでの༠ാ力をྥୖさせることを目的に実施。 

,C7要⣲としてアクティビティᅗの考え᪉を取りධれ、生徒のᑓ㛛で࠶るㄪ理ศ㔝と関連付けたෆᐜ 

でᵓ成する。 

・௨๓のㄪ理実習の᚟習をවࡡ、ಶ人でㄪ理フローを組ࡳ❧て、そのᚋグループで㆟ㄽして考えて進め 

ていく。授業では、生徒がㄪ理工⛬の඲体ീをᢕᥱしながら、「自ศなりの理⏤をᣢࡗて手㡰の㡰ᗎ 

を考えること」を目標に設定し、生徒が୺体的に活動できる⎔ቃをつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ㄪ理の手㡰を考える取り組ࡳ 

【成 果】 

・授業ᚋのアンケートでは、手㡰の㡰ᗎを考える取り組ࡳで⣙㸶㸮%の生徒が目標のレ࣋ル௨ୖに㐩

し、グループ活動では⣙７㸮%が༠力して෇⁥に作業を進めたと回⟅した。 
・生徒からは「実習に活かしたい」「考えるのがᴦしかࡗた」な࡝の感᝿が寄せられ、ㄽ理的ᛮ考力や 
༠ാ力のྥୖが☜認された。 

【能力・スキル】 

 デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

【連携企業】株式会社アルトテラス 
 
【授業名・プロジェクト名】「ICT による地域ㄢ㢟の解Ỵ177H�CLW\ LaERどᐹ」 
１年自動㌴科・普通科 㸱１１᪥㸦ⅆ㸧「自動㌴実習・自動㌴工学」「科学と人間生活」 
「බඹで実施」 

【授業の概要・狙い】 
・,C7を活用した地域ㄢ㢟解Ỵのアイデアや᭱᪂ᢏ術を体㦂できるሙで࠶るNTT ᮾ᪥ᮏの「177H�CLW\ 

 LaER」をゼၥして授業を実施。 

・ゼၥにඛ❧ち、生徒たちは越生町のㄢ㢟についてಶูにテー࣐を設定してᙜ᪥は、ス࣐ート㎰業、ド 
ローン、e スポーࢶな࡝、ᖜᗈいศ㔝の展示をぢ学・体㦂し、それらのᢏ術を越生町のㄢ㢟解Ỵに࡝

う活かせるかを考えさせる。 

・そのᚋ、施設で得た知㆑や体㦂を基に、ㄢ㢟解Ỵ⟇をレポートにまとめさせる。この活動を通じて、 
生徒たちは地域のㄢ㢟に対する関心を深めるとともに、2 年生௨㝆の࣐イスター・ࣁイスクール஦業 
の基┙をᙧ成することを狙いとしてぢ学ᚋは授業アンケートを実施し、生徒の学びや感᝿を཰集る。 

レポートのㄢ㢟は௨ୗの㸱つとする。 

�� 越生町の⌧≧とㄢ㢟 

越生町がᢪえるㄢ㢟㸦人ཱྀῶᑡ・高㱋化・産業⾶㏥ほගᐈῶᑡな࡝㸧を⡆༢にまとめる。 

2. 177H�CLW\ LaERで学ࢇだᢏ術の紹介 
ぢ学の中で、グ㘓した㸱つのᢏ術の中から特に⯆࿡をᣢࡗた１つを紹介する。 

��㑅ࢇだᢏ術を越生町で࡝う生かすか㸽 

 ௨ୗのෆᐜをヲしく考ᐹして、ල体的なアイデアをᥦ案する。 
 ・活用するᢏ術㸸  177H�CLW\ LaERで学ࢇだᢏ術の中から１つ㑅ぶ。 
 ・ㄢ㢟との関連㸸  ࡝のようなㄢ㢟を解Ỵできるのか。 
 ・ල体的な活用᪉ἲ㸸࡝のようにᑟධし、࡝のような効果がきたいできるか 
 ・ᑟධにྥけたㄢ㢟㸸実⌧する㝿に考えられるㄢ㢟㸦コスト・人ᮦ・⎔ቃな࡝㸧とその解Ỵ᪉ἲを考 

えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NTTe-City Labo 施設ෆのぢ学のᵝ子 
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【成 果】 

・「越生町を学ぶ」の඲体を通して�割௨ୖの生徒が越生町についての学びが深まࡗたと回⟅。ま 

た他学科の取り組ࡳをぢることで่⃭を受け、さらにูほⅬから越生町の理解が深まࡗた。 

・それࡒれの制作活動、発表のᶵ会を通じてㄽ理的ᛮ考や๰㐀性、プレࢮンテーシࣙンスキルの㣴成 

に㈨するᶵ会となࡗた。 

【能力・スキル】 

 越生町理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【連携企業】越生町 

 
【授業名・プロジェクト名】「ㄪ理手㡰フローを考える」 

１年ㄪ理科１１月１㸷᪥㸦ⅆ㸧「ㄪ理理ㄽで実施」 

【授業の概要・狙い】 

・ᮏ授業は、生徒のㄽ理的ᛮ考力とグループでの༠ാ力をྥୖさせることを目的に実施。 

,C7要⣲としてアクティビティᅗの考え᪉を取りධれ、生徒のᑓ㛛で࠶るㄪ理ศ㔝と関連付けたෆᐜ 

でᵓ成する。 

・௨๓のㄪ理実習の᚟習をවࡡ、ಶ人でㄪ理フローを組ࡳ❧て、そのᚋグループで㆟ㄽして考えて進め 

ていく。授業では、生徒がㄪ理工⛬の඲体ീをᢕᥱしながら、「自ศなりの理⏤をᣢࡗて手㡰の㡰ᗎ 

を考えること」を目標に設定し、生徒が୺体的に活動できる⎔ቃをつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ㄪ理の手㡰を考える取り組ࡳ 

【成 果】 

・授業ᚋのアンケートでは、手㡰の㡰ᗎを考える取り組ࡳで⣙㸶㸮�の生徒が目標のレ࣋ル௨ୖに㐩

し、グループ活動では⣙７㸮�が༠力して෇⁥に作業を進めたと回⟅した。 
・生徒からは「実習に活かしたい」「考えるのがᴦしかࡗた」な࡝の感᝿が寄せられ、ㄽ理的ᛮ考力や 
༠ാ力のྥୖが☜認された。 

【能力・スキル】 

 デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

【連携企業】株式会社アルトテラス 
 
【授業名・プロジェクト名】「,&7 による地域ㄢ㢟の解Ỵ177H�CLW\ LaERどᐹ」 
１年自動㌴科・普通科 㸱１１᪥㸦ⅆ㸧「自動㌴実習・自動㌴工学」「科学と人間生活」 
「බඹで実施」 

【授業の概要・狙い】 
・,C7を活用した地域ㄢ㢟解Ỵのアイデアや᭱᪂ᢏ術を体㦂できるሙで࠶るNTT ᮾ᪥ᮏの「177H�CLW\ 

 LaER」をゼၥして授業を実施。 

・ゼၥにඛ❧ち、生徒たちは越生町のㄢ㢟についてಶูにテー࣐を設定してᙜ᪥は、ス࣐ート㎰業、ド 
ローン、e スポーࢶな࡝、ᖜᗈいศ㔝の展示をぢ学・体㦂し、それらのᢏ術を越生町のㄢ㢟解Ỵに࡝

う活かせるかを考えさせる。 

・そのᚋ、施設で得た知㆑や体㦂を基に、ㄢ㢟解Ỵ⟇をレポートにまとめさせる。この活動を通じて、 
生徒たちは地域のㄢ㢟に対する関心を深めるとともに、2 年生௨㝆の࣐イスター・ࣁイスクール஦業 
の基┙をᙧ成することを狙いとしてぢ学ᚋは授業アンケートを実施し、生徒の学びや感᝿を཰集する。 

レポートのㄢ㢟は௨ୗの㸱つとする。 

�� 越生町の⌧≧とㄢ㢟 

越生町がᢪえるㄢ㢟㸦人ཱྀῶᑡ・高㱋化・産業⾶㏥ほගᐈῶᑡな࡝㸧を⡆༢にまとめる。 

2. 177H�CLW\ LaERで学ࢇだᢏ術の紹介 
ぢ学の中で、グ㘓した㸱つのᢏ術の中から特に⯆࿡をᣢࡗた１つを紹介する。 

��㑅ࢇだᢏ術を越生町で࡝う生かすか㸽 

 ௨ୗのෆᐜをヲしく考ᐹして、ල体的なアイデアをᥦ案する。 
 ・活用するᢏ術㸸  177H�CLW\ LaERで学ࢇだᢏ術の中から１つ㑅ぶ。 
 ・ㄢ㢟との関連㸸  ࡝のようなㄢ㢟を解Ỵできるのか。 
 ・ල体的な活用᪉ἲ㸸࡝のようにᑟධし、࡝のような効果がきたいできるか 
 ・ᑟධにྥけたㄢ㢟㸸実⌧する㝿に考えられるㄢ㢟㸦コスト・人ᮦ・⎔ቃな࡝㸧とその解Ỵ᪉ἲを考 

えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

177H�&LW\ /DER 施設ෆのぢ学のᵝ子 
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ICT による地域ㄢ㢟解Ỵ 生徒ᥦฟㄢ㢟㸦1/2㸧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ICT による地域ㄢ㢟解Ỵ 生徒ᥦฟㄢ㢟㸦2/2㸧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 
生徒は、レポートㄢ㢟に取り組むことで、越生町のㄢ㢟や越生町でᣢ⥆ྍ能となるᢏ術が࠶る 
のではないかという発ぢにつながる研ಟとなࡗた。 
また෌生ྍ能エネルࢠーや㣗品リサイクルな࡝、ᣢ⥆ྍ能な社会を目ᣦす取り組ࡳをぢ学する 
ことで、⎔ቃၥ㢟への理解とព㆑が高まࡗた。 

 
【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

アントレプレナーシップ  

【連携企業】 

NTT ᮾ᪥ᮏ株式会社 
 

 活動ࡳ自動㌴科の取り組ڦ
自動㌴ディーラーや࣓ーカー・大学と連携「C$6(」を中心に自動㌴業⏺の᭱᪂動ྥの理解を深める 

ことを目標に実㊶的な学びを展㛤した。 

㸰年ḟでは㟁動化ᢏ術を中心に、⎔ቃと自動㌴の関ಀを学び、越生町の「ࢮロカー࣎ン活動」に関 

する地域ㄢ㢟を考ᐹ。㸱年ḟには、この学びを基にල体的な解Ỵ⟇の実㊶にᣮᡓしていく。 
【授業名・プロジェクト名】「ᢏ能コンクール」   
㸱年自動㌴科㸴月㸰㸮᪥㸦ᮌ㸧「自動㌴実習で実施」௒年ᗘ᪂たなヨࡳ 

【授業の概要・狙い】 
・これまでの実習の成果としてタイࣖローテーシࣙン作業を�人�チー࣒で実施。実㊶的なᩚഛᢏ 

 術の習得とチー࣒࣡ークྥୖを目ᣦす。஦๓⦎習では作業のᵝ子を動画᧜ᙳし、඲員でど⫈しなが 

 らⰋいⅬやᨵၿⅬをディスカッシࣙンし、3'C$サイクルを実㊶させる。 

・᭱⤊的には᮶㈱やಖㆤ⪅をᣍᚅしたコンクールᙧ式で成果を発表のሙを設定し、教員による᥇Ⅼと 
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ICT による地域ㄢ㢟解Ỵ 生徒ᥦฟㄢ㢟㸦1/2㸧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ICT による地域ㄢ㢟解Ỵ 生徒ᥦฟㄢ㢟㸦2/2㸧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 
生徒は、レポートㄢ㢟に取り組むことで、越生町のㄢ㢟や越生町でᣢ⥆ྍ能となるᢏ術が࠶る 
のではないかという発ぢにつながる研ಟとなࡗた。 
また෌生ྍ能エネルࢠーや㣗品リサイクルな࡝、ᣢ⥆ྍ能な社会を目ᣦす取り組ࡳをぢ学する 
ことで、⎔ቃၥ㢟への理解とព㆑が高まࡗた。 

 
【能力・スキル】 

越生町理解・サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

アントレプレナーシップ  

【連携企業】 

NTT ᮾ᪥ᮏ株式会社 
 

 活動ࡳ自動㌴科の取り組ڦ
自動㌴ディーラーや࣓ーカー・大学と連携「C$6(」を中心に自動㌴業⏺の᭱᪂動ྥの理解を深める 

ことを目標に実㊶的な学びを展㛤した。 

㸰年ḟでは㟁動化ᢏ術を中心に、⎔ቃと自動㌴の関ಀを学び、越生町の「ࢮロカー࣎ン活動」に関 

する地域ㄢ㢟を考ᐹ。㸱年ḟには、この学びを基にල体的な解Ỵ⟇の実㊶にᣮᡓしていく。 
【授業名・プロジェクト名】「ᢏ能コンクール」   
㸱年自動㌴科㸴月㸰㸮᪥㸦ᮌ㸧「自動㌴実習で実施」௒年ᗘ᪂たなヨࡳ 

【授業の概要・狙い】 
・これまでの実習の成果としてタイࣖローテーシࣙン作業を�人�チー࣒で実施。実㊶的なᩚഛᢏ 

 術の習得とチー࣒࣡ークྥୖを目ᣦす。஦๓⦎習では作業のᵝ子を動画᧜ᙳし、඲員でど⫈しなが 

 らⰋいⅬやᨵၿⅬをディスカッシࣙンし、3'C$サイクルを実㊶させる。 

・᭱⤊的には᮶㈱やಖㆤ⪅をᣍᚅしたコンクールᙧ式で成果を発表のሙを設定し、教員による᥇Ⅼと 
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ཧほ⪅のᢞ⚊に基࡙き、ୖ఩�チー࣒を㑅ฟ・表ᙲする。 

・作業のᢏ能ྥୖに加え、チー࣒ෆの༠力ព㆑やᨵၿへの取り組ࡳがᙉ化されるような取り組ࡳ活動 

を実施する。生徒のᢏ術力やㄢ㢟解Ỵ能力、発表力を総合的に育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【成 果】 

・生徒はኌฟしやศかりやすいㄝ᫂でコ࣑ュࢽケーシࣙン力をྥୖさせ、チー࣒࣡ークをᙉ化するこ 
とができた。また、効⋡的な作業やᏳ඲☜認をព㆑し、㈐௵感をᣢࡗてᙺ割を果たすことで、ㄢ㢟 
解Ỵ力や༠ാ力を㣴うことができた。 

・生徒は᮶㈱やಖㆤ⪅の๓で作業をᢨ㟢し、㐩成感を࿡ࢃうとともに、学習ពḧのྥୖに⧅がる⤖果 
を得ることができた。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【連携企業】ᑓ㛛学ᰯ越生自動㌴大学ᰯ 

 
【授業名・プロジェクト名】「VR ⁐᥋体㦂」 
１年自動㌴科７月１７᪥㸦Ỉ㸧「自動㌴実習で実施」 
【授業の概要・狙い】 
・ᮏ授業では、バーチャルリアリティ㸦VR㸧を活用した⁐᥋トレーࢽングを実施し、生徒に⁐᥋ᢏ 
術の基♏的な理解とVR ᢏ術の体㦂をする。 

・実㝿のアーク⁐᥋実習のᚅち時間を活用し、VR による⁐᥋トレーࢽングを行いました。ᮏ取り組 
の目的は、生徒がVRࡳ ᢏ術を通じて⌧実ୡ⏺の体㦂を෌⌧するྍ能性を理解し、他ศ㔝の応用  ྍ
能性を感じ取らせる。 

・また、VR を用いた᪂しい学習体㦂を通じて、生徒のᢏ術的⯆࿡や応用アイデアをᘬきฟすことも 
目ᣦす。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ᢏ能コンクールタイࣖ஺᥮ ➇ᢏ㛤ጞ๓のⅬ࿧ 

VR による⁐᥋トレーࢽング 

【成 果】 

・授業ᚋアンケートでは、�2㸣の生徒が「とてもよかࡗた」または「࡝ちらかといえࡤⰋかࡗた」と 

回⟅し、9R体㦂の⫯定的なホ౯がከᩘを༨めました。 

・また、「エンジンศ解」「自動㌴ᩚഛシ࣑ュレーター」「஺通Ᏻ඲シ࣑ュレーター」な9࡝Rを活 

用した᪂たな学習アイデアがᥦ案され、௒ᚋの活用ྍ能性のᗈがりが期ᚅされる⤖果となࡗた。 

【能力・スキル】デジタルリテラシー 

【連携企業】࣋クターデࢨイン 

 
【授業名・プロジェクト名】「C$6(㸩Ș「自動㌴産業とトࣚタ0,R$,で学ぶ)C(9」 
㸰・㸱年自動㌴科７月㸲᪥㸦ᮌ㸧「自動㌴実習で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・C$6(の(㸦㟁動化㸧のどⅬから)C(9㸦⇞ᩱ㟁ụ㌴㸧を学ぶため、トࣚタのỈ⣲自動㌴「0,R$,」を 

㢟ᮦにࢮロカー࣎ン社会実⌧のための取り組ࡳを理解することを目的とする 

・ᗙ学では、自動㌴産業の歴史や関連企業のᗈがり、C$6(の概ᛕ、トࣚタのࣔータースポー1)29:ࢶ  

C,7<の概要を理解させる。 

・実習では、)C(9の௙組ࡳ、࣓リット・デ࣓リット、⇞ᩱ㟁ụの動作をᑠつᶍ実㦂で体感させ、実 

㌴を用いたᵓ㐀ㄝ᫂とỈ᤼ฟのデࣔを実施。生徒が⎔ቃၥ㢟と自動㌴ᢏ術を⤖び付けて考えるきࡗ 

かけをᥦ౪する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トࣚタ0,R$,から実㝿にỈが᤼ฟされるᵝ子を☜認 

Ỉ⣲で㌴が動く௙組ࡳの⡆᫆実㦂 
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ཧほ⪅のᢞ⚊に基࡙き、ୖ఩�チー࣒を㑅ฟ・表ᙲする。 

・作業のᢏ能ྥୖに加え、チー࣒ෆの༠力ព㆑やᨵၿへの取り組ࡳがᙉ化されるような取り組ࡳ活動 

を実施する。生徒のᢏ術力やㄢ㢟解Ỵ能力、発表力を総合的に育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【成 果】 

・生徒はኌฟしやศかりやすいㄝ᫂でコ࣑ュࢽケーシࣙン力をྥୖさせ、チー࣒࣡ークをᙉ化するこ 
とができた。また、効⋡的な作業やᏳ඲☜認をព㆑し、㈐௵感をᣢࡗてᙺ割を果たすことで、ㄢ㢟 
解Ỵ力や༠ാ力を㣴うことができた。 

・生徒は᮶㈱やಖㆤ⪅の๓で作業をᢨ㟢し、㐩成感を࿡ࢃうとともに、学習ពḧのྥୖに⧅がる⤖果 
を得ることができた。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【連携企業】ᑓ㛛学ᰯ越生自動㌴大学ᰯ 

 
【授業名・プロジェクト名】「VR ⁐᥋体㦂」 
１年自動㌴科７月１７᪥㸦Ỉ㸧「自動㌴実習で実施」 
【授業の概要・狙い】 
・ᮏ授業では、バーチャルリアリティ㸦VR㸧を活用した⁐᥋トレーࢽングを実施し、生徒に⁐᥋ᢏ 
術の基♏的な理解とVR ᢏ術の体㦂をする。 

・実㝿のアーク⁐᥋実習のᚅち時間を活用し、VR による⁐᥋トレーࢽングを行いました。ᮏ取り組 
の目的は、生徒がVRࡳ ᢏ術を通じて⌧実ୡ⏺の体㦂を෌⌧するྍ能性を理解し、他ศ㔝の応用  ྍ
能性を感じ取らせる。 

・また、VR を用いた᪂しい学習体㦂を通じて、生徒のᢏ術的⯆࿡や応用アイデアをᘬきฟすことも 
目ᣦす。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ᢏ能コンクールタイࣖ஺᥮ ➇ᢏ㛤ጞ๓のⅬ࿧ 

VR による⁐᥋トレーࢽング 

【成 果】 

・授業ᚋアンケートでは、�2㸣の生徒が「とてもよかࡗた」または「࡝ちらかといえࡤⰋかࡗた」と 

回⟅し、9R体㦂の⫯定的なホ౯がከᩘを༨めました。 

・また、「エンジンศ解」「自動㌴ᩚഛシ࣑ュレーター」「஺通Ᏻ඲シ࣑ュレーター」な9࡝Rを活 

用した᪂たな学習アイデアがᥦ案され、௒ᚋの活用ྍ能性のᗈがりが期ᚅされる⤖果となࡗた。 

【能力・スキル】デジタルリテラシー 

【連携企業】࣋クターデࢨイン 

 
【授業名・プロジェクト名】「C$6(㸩Ș「自動㌴産業とトࣚタ0,R$,で学ぶ)C(9」 
㸰・㸱年自動㌴科７月㸲᪥㸦ᮌ㸧「自動㌴実習で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・C$6(の(㸦㟁動化㸧のどⅬから)C(9㸦⇞ᩱ㟁ụ㌴㸧を学ぶため、トࣚタのỈ⣲自動㌴「0,R$,」を 

㢟ᮦにࢮロカー࣎ン社会実⌧のための取り組ࡳを理解することを目的とする 

・ᗙ学では、自動㌴産業の歴史や関連企業のᗈがり、C$6(の概ᛕ、トࣚタのࣔータースポー1)29:ࢶ  

C,7<の概要を理解させる。 

・実習では、)C(9の௙組ࡳ、࣓リット・デ࣓リット、⇞ᩱ㟁ụの動作をᑠつᶍ実㦂で体感させ、実 

㌴を用いたᵓ㐀ㄝ᫂とỈ᤼ฟのデࣔを実施。生徒が⎔ቃၥ㢟と自動㌴ᢏ術を⤖び付けて考えるきࡗ 

かけをᥦ౪する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トࣚタ0,R$,から実㝿にỈが᤼ฟされるᵝ子を☜認 

Ỉ⣲で㌴が動く௙組ࡳの⡆᫆実㦂 
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【成 果】 

・生徒アンケートでは「ᗫᲠ物がỈだけで࠶ること」「✵Ẽをί化して᤼ฟする性能」な࡝の᪂しい 

知ぢを得たとのኌがከく࠶り、⎔ቃ性能への⯆࿡が深まࡗた。 

・また、0,R$,の実㌴ぢ学を通じ、ඛ進ᢏ術やデࢨインにゐれることで、(9や)C(9に対する関心が 

ᗈがࡗた。ᑗ᮶の自動㌴産業への期ᚅや⯆࿡が高まり、⎔ቃၥ㢟に対するព㆑ྥୖが☜認された。 

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー 

【連携企業】ᇸ⋢トࣚタ自動㌴販売株式会社 

 
【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「スバル自動㌴アイサイトを学ぶ」 
１年自動㌴科１㸮月㸱１᪥㸦ᮌ㸧 「自動㌴実習で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・ᇸ⋢スバルによる㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術「アイサイト」を中心にC$6(の$㸦㐠㌿自動化㸧について学ぶෆ 

ᐜを理解する。 

・ᗙ学では、スバルの歴史や⊂自ᢏ術の⫼ᬒを学ぶ「スバルの'1$ㅮᗙ」と、アイサイトの௙組ࡳや 

ᢏ術解ㄝを実施する。さらに、実㌴を用いてセンサーのാきや⾪✺㜵Ṇᶵ能の体㦂授業が行ࢃれ、 

生徒はᢏ術の実㊶的な理解を深めさせる。アンケートでは、スバルの歴史やᢏ術、Ᏻ඲性を㔜どす 

るጼໃな࡝、ヨ஌体㦂を通じて㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術の᭷効性を実感させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒たちは、アイサイトのᶵ能や௙組ࡳに関する知㆑を深め、Ᏻ඲性とᛌ㐺性を㏣求するᢏ術の㔜 

要性を理解できた。また、実㌴体㦂ではᏳ඲ᨭ᥼ᢏ術が㐠㌿に与える効果を実感でき、᭱᪂ᢏ術の 

センサーの動きや㞀ᐖ物の๓で೵Ṇするᵝ子を体㦂 

スバルのDNA ㅮᗙ アイサイトヨ஌ 

౯್やᮍ᮶の㌴社会への関心が高まࡗた。生徒のከくがᏳ඲性へのព㆑ྥୖとᢏ術への⯆࿡を高めるき

 。たࡗかけとなࡗ

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー 

【連携企業】ᇸ⋢スバル株式会社 

 
【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「自動㐠㌿バス๰るᮍ᮶�クリーンエネルࢠー」 
㸰年自動㌴科・㸰年普通科１㸮月㸰㸰᪥㸦ⅆ㸧 「自動㌴概ㄽ・自動㌴ᵓ㐀・総合的な探究の時間で 
実施」 

【授業の概要・狙い】 

・ᇸ⋢工業大学のキャンࣃスにゼၥし、自動㐠㌿ᢏ術とクリーンエネルࢠーをテー࣐にᗙ学と体㦂授 
業を実施。 

・自動㐠㌿ᢏ術では「自動㐠㌿バスが๰るᮍ᮶」を㢟ᮦに、ᢏ術の概要や㌴୧ᵓ㐀、社会的⫼ᬒを学 
び、実㝿に自動㐠㌿バスにヨ஌し、その性能を体感する。 

・クリーンエネルࢠーでは、⇞ᩱ㟁ụの௙組ࡳやᚲ要性をᗙ学で学び、さらに⇞ᩱ㟁ụの実㦂を通じ 
て௙組ࡳを深く理解する。 

・また、授業ᚋのアンケートを通じ、越生町の地域஺通へのᙳ㡪やᢏ術の進化について考ᐹを深める 
ᶵ会をᥦ౪してもらう。ᮏ授業は、ᑓ㛛知㆑の習得に加え、地域貢献やᮍ᮶の社会に対するព㆑を 
醸成することを目的とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒は自動㐠㌿ᢏ術とクリーンエネルࢠーについて、ᗙ学と体㦂を通じて深く理解を深めることが 

できた。 

・特に、自動㐠㌿バスのヨ஌体㦂では、ᢏ術のྍ能性や地域஺通への貢献を実感し、⇞ᩱ㟁ụの実㦂 

では、⎔ቃ㈇Ⲵ㍍ῶの㔜要性を認㆑することができた。授業アンケートでは、生徒がᢏ術の進化や 

地域へのᙳ㡪をල体的に考えるጼໃがぢられた。 

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【連携企業】ᇸ⋢工業大学 

 
【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「᪥㔝自動㌴工ሙぢ学」 
１年自動㌴科１１月㸴᪥㸦Ỉ㸧「自動㌴ᩚഛ・エンジンᵓ㐀・自動㌴工学」で実施 

【授業の概要・狙い】 

自動㐠㌿バスのヨ஌ クリーンエネルࢠーについてのㅮ⩏ 
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【成 果】 

・生徒アンケートでは「ᗫᲠ物がỈだけで࠶ること」「✵Ẽをί化して᤼ฟする性能」な࡝の᪂しい 

知ぢを得たとのኌがከく࠶り、⎔ቃ性能への⯆࿡が深まࡗた。 

・また、0,R$,の実㌴ぢ学を通じ、ඛ進ᢏ術やデࢨインにゐれることで、(9や)C(9に対する関心が 

ᗈがࡗた。ᑗ᮶の自動㌴産業への期ᚅや⯆࿡が高まり、⎔ቃၥ㢟に対するព㆑ྥୖが☜認された。 

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー 

【連携企業】ᇸ⋢トࣚタ自動㌴販売株式会社 

 
【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「スバル自動㌴アイサイトを学ぶ」 
１年自動㌴科１㸮月㸱１᪥㸦ᮌ㸧 「自動㌴実習で実施」 

【授業の概要・狙い】 

・ᇸ⋢スバルによる㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術「アイサイト」を中心にC$6(の$㸦㐠㌿自動化㸧について学ぶෆ 

ᐜを理解する。 

・ᗙ学では、スバルの歴史や⊂自ᢏ術の⫼ᬒを学ぶ「スバルの'1$ㅮᗙ」と、アイサイトの௙組ࡳや 

ᢏ術解ㄝを実施する。さらに、実㌴を用いてセンサーのാきや⾪✺㜵Ṇᶵ能の体㦂授業が行ࢃれ、 

生徒はᢏ術の実㊶的な理解を深めさせる。アンケートでは、スバルの歴史やᢏ術、Ᏻ඲性を㔜どす 

るጼໃな࡝、ヨ஌体㦂を通じて㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術の᭷効性を実感させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒たちは、アイサイトのᶵ能や௙組ࡳに関する知㆑を深め、Ᏻ඲性とᛌ㐺性を㏣求するᢏ術の㔜 

要性を理解できた。また、実㌴体㦂ではᏳ඲ᨭ᥼ᢏ術が㐠㌿に与える効果を実感でき、᭱᪂ᢏ術の 

センサーの動きや㞀ᐖ物の๓で೵Ṇするᵝ子を体㦂 

スバルのDNA ㅮᗙ アイサイトヨ஌ 

౯್やᮍ᮶の㌴社会への関心が高まࡗた。生徒のከくがᏳ඲性へのព㆑ྥୖとᢏ術への⯆࿡を高めるき

 。たࡗかけとなࡗ

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー 

【連携企業】ᇸ⋢スバル株式会社 

 
【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「自動㐠㌿バス๰るᮍ᮶�クリーンエネルࢠー」 
㸰年自動㌴科・㸰年普通科１㸮月㸰㸰᪥㸦ⅆ㸧 「自動㌴概ㄽ・自動㌴ᵓ㐀・総合的な探究の時間で 
実施」 

【授業の概要・狙い】 

・ᇸ⋢工業大学のキャンࣃスにゼၥし、自動㐠㌿ᢏ術とクリーンエネルࢠーをテー࣐にᗙ学と体㦂授 
業を実施。 

・自動㐠㌿ᢏ術では「自動㐠㌿バスが๰るᮍ᮶」を㢟ᮦに、ᢏ術の概要や㌴୧ᵓ㐀、社会的⫼ᬒを学 
び、実㝿に自動㐠㌿バスにヨ஌し、その性能を体感する。 

・クリーンエネルࢠーでは、⇞ᩱ㟁ụの௙組ࡳやᚲ要性をᗙ学で学び、さらに⇞ᩱ㟁ụの実㦂を通じ 
て௙組ࡳを深く理解する。 

・また、授業ᚋのアンケートを通じ、越生町の地域஺通へのᙳ㡪やᢏ術の進化について考ᐹを深める 
ᶵ会をᥦ౪してもらう。ᮏ授業は、ᑓ㛛知㆑の習得に加え、地域貢献やᮍ᮶の社会に対するព㆑を 
醸成することを目的とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒は自動㐠㌿ᢏ術とクリーンエネルࢠーについて、ᗙ学と体㦂を通じて深く理解を深めることが 

できた。 

・特に、自動㐠㌿バスのヨ஌体㦂では、ᢏ術のྍ能性や地域஺通への貢献を実感し、⇞ᩱ㟁ụの実㦂 

では、⎔ቃ㈇Ⲵ㍍ῶの㔜要性を認㆑することができた。授業アンケートでは、生徒がᢏ術の進化や 

地域へのᙳ㡪をල体的に考えるጼໃがぢられた。 

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【連携企業】ᇸ⋢工業大学 

 
【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「᪥㔝自動㌴工ሙぢ学」 
１年自動㌴科１１月㸴᪥㸦Ỉ㸧「自動㌴ᩚഛ・エンジンᵓ㐀・自動㌴工学」で実施 

【授業の概要・狙い】 

自動㐠㌿バスのヨ஌ クリーンエネルࢠーについてのㅮ⩏ 
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・᪥㔝自動㌴の⩚ᮧ工ሙぢ学を実施し、生徒たちはロ࣎ットによる⢭ᐦ⁐᥋や自動化されたライン作 
業な࡝、᭱᪂の〇㐀ᢏ術を体㦂する。ぢ学では、プレス、㌴体⁐᥋、組❧、᳨ᰝのྛ工⛬をぢ学

し〇㐀⌧ሙでのᢏ術的進化や効⋡化の㔜要性を理解する。このぢ学は、ᩚഛኈとしてᚲ要な基♏

知㆑に加え、〇㐀ᢏ術の理解を深め、⫋業理解を促進することを目的とする。ぢ学ᚋには、授業

アンケートを実施し、生徒の学びや感᝿を཰集する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒たちは「〇㐀工⛬を知ることがᩚഛኈにとࡗて㔜要」と認㆑し、〇㐀⌧ሙでのᢏ術の進化に㦫 
きを感じていた。アンケートでは、「高ᗘなᢏ術に感動した」「ᩚഛኈとしてᙺ❧つ知㆑を学࡭ 
た」な࡝のኌが寄せられ、学びの成果とពḧྥୖが☜認された。この体㦂を通じて、実地学習の㔜 
要性が෌認㆑され、௒ᚋの学びへのពḧྥୖが期ᚅされる。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

【関連企業】 ᪥㔝自動㌴株式会社 

 

【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「᪥産の㟁動化ᢏ術と自動㐠㌿・㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術」 

㸱年自動㌴科  「自動㌴ᩚഛ・エンジンᵓ㐀・自動㌴工学」で実施 
【授業の概要・狙い】 

ᮏ授業では、C$6(の「$」㸦自動㐠㌿㸧に࠶たるプロࣃイロットᢏ術と、「(」㸦㟁動化㸧に࠶たる 

H�32:(Rについて学ぶことを目的に実施する。 

授業は、ᗙ学と体㦂を組ࡳ合ࢃせたᙧ式でᵓ成し、ࢮロ・エ࣑ッシࣙンへの取り組ࡳや㟁Ẽ自動㌴

㸦(9㸧の௙組ࡳ、࣓リット・デ࣓リット、バッテリー㛤発な࡝の㟁動化ᢏ術に加え、自動㐠㌿・㐠

㌿ᨭ᥼ᢏ術㸦プロࣃイロット㸧の基ᮏཎ理や応用について学ぶ。さらに、プロࣃイロットࣃーキン

グとリࣔートࣃーキングの体㦂を通じてᢏ術の実用性を理解させる。 

授業ᚋには、理解ᗘテストやアンケートを実施し、生徒の知㆑定╔や感᝿を཰集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 㟁動化ᢏ術㸦H�3RZHU㸧、㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術㸦プロࣃイロット㸧についての特ู授業 

〇㐀⌧ሙにධる๓のㄝ᫂を受ける ᪥㔝自動㌴で〇㐀している㌴✀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

授業を通じて、生徒たちはプロࣃイロットやH�32:(Rな࡝のඛ進ᢏ術について深く理解し、ᢏ術に対 

する⯆࿡と関心が大きくྥୖした。理解ᗘテストではከくの生徒が高得Ⅼをグ㘓していて、知㆑がし 

 。かりと定╔していることが☜認されたࡗ

【能力・スキル】 

サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

【関連企業】 ᪥産プリンスᇸ⋢販売株式会社 

 
【授業名・プロジェクト名】「⎔ቃၥ㢟と自動㌴ᢏ術について学ぶ」 
１年自動㌴科１月１㸮᪥㸦金㸧・１月１７᪥㸦金㸧「᝟ሗᢏ術基♏」で実施 

【授業の概要・狙い】 
・１回目は、これまでの0H6授業を᣺り㏉ࡗたうえで、 ᬮ化やオࢰンᒙ◚ቯな࡝の⎔ቃၥ㢟の基♏ 
知㆑をᩚ理して、自動㌴科が᤼ฟするC22を中心に㆟ㄽを展㛤。(9の✀㢮(%(9・H(9・3H(㹔・)C(9) 
についても解ㄝして、生徒の理解を深める。 

・㸰回目では、越生町の⎔ቃၥ㢟への取り組ࡳ活動や他の自἞体での取り組ࡳ活動をㄪ࡭たୖで、越 
生町として実施す࡭き施⟇のアイデアについて生徒にグループディスカッシࣙンを実施させ、地域 
との⤖びつきをព㆑した探究的な学びを行う。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生徒の考えた越生町が取り組む࡭き施⟇のアイデアをヰし合う 
【成 果】 

・生徒は、 ᬮ化や ᐊ効果࢞ス、自動㌴の⎔ቃへのᙳ㡪をල体的に理解することができた。(9の 

✀㢮やᢏ術をᢕᥱし、越生町の活動との関連を考える中て、地域ㄢ㢟への関心が高まࡗてきた。 

・⎔ቃၥ㢟とᢏ術㠉᪂を⤖び付けて考える力がᑡしずつ育ࡗてきた。またカー࣎ンࢽュートラルへ 

のどⅬも目ぬめてきた。ḟ年ᗘのල体的なㄢ㢟解Ỵの実㊶に⤖びつくෆᐜとなࡗた。 

【能力・スキル】 

越生町理解・コンセプチュアルスキル 

【関連企業】 なし 

 

2ྎの㌴୧間に自動㥔㌴する㐠㌿ᨭ᥼をྠ஌して体㦂 
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・᪥㔝自動㌴の⩚ᮧ工ሙぢ学を実施し、生徒たちはロ࣎ットによる⢭ᐦ⁐᥋や自動化されたライン作 
業な࡝、᭱᪂の〇㐀ᢏ術を体㦂する。ぢ学では、プレス、㌴体⁐᥋、組❧、᳨ᰝのྛ工⛬をぢし

〇㐀⌧ሙでのᢏ術的進化や効⋡化の㔜要性を理解する。このぢ学は、ᩚഛኈとしてᚲ要な基♏知

㆑に加え、〇㐀ᢏ術の理解を深め、⫋業理解を促進することを目的とする。ぢ学ᚋには、授業ア

ンケートを実施し、生徒の学びや感᝿を཰集する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【成 果】 

・生徒たちは「〇㐀工⛬を知ることがᩚഛኈにとࡗて㔜要」と認㆑し、〇㐀⌧ሙでのᢏ術の進化に㦫 
きを感じていた。アンケートでは、「高ᗘなᢏ術に感動した」「ᩚഛኈとしてᙺ❧つ知㆑を学࡭ 
た」な࡝のኌが寄せられ、学びの成果とពḧྥୖが☜認された。この体㦂を通じて、実地学習の㔜 
要性が෌認㆑され、௒ᚋの学びへのពḧྥୖが期ᚅされる。 

【能力・スキル】 

デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

【関連企業】 ᪥㔝自動㌴株式会社 

 

【授業名・プロジェクト名】C$6(㸩Ș「᪥産の㟁動化ᢏ術と自動㐠㌿・㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術」 

㸱年自動㌴科  「自動㌴ᩚഛ・エンジンᵓ㐀・自動㌴工学」で実施 
【授業の概要・狙い】 

ᮏ授業では、C$6(の「$」㸦自動㐠㌿㸧に࠶たるプロࣃイロットᢏ術と、「(」㸦㟁動化㸧に࠶たる 

H�32:(Rについて学ぶことを目的に実施する。 

授業は、ᗙ学と体㦂を組ࡳ合ࢃせたᙧ式でᵓ成し、ࢮロ・エ࣑ッシࣙンへの取り組ࡳや㟁Ẽ自㸦(9㸧 

の௙組ࡳ、࣓リット・デ࣓リット、バッテリー㛤発な࡝の㟁動化ᢏ術に加え、自動㐠㌿・㐠㌿ᨭ᥼ᢏ 

術㸦プロࣃイロット㸧の基ᮏཎ理や応用について学ぶ。さらに、プロࣃイロットࣃーキングとリࣔー 

トࣃーキングの体㦂を通じてᢏ術の実用性を理解させる。 

授業ᚋには、理解ᗘテストやアンケートを実施し、生徒の知㆑定╔や感᝿を཰集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 㟁動化ᢏ術㸦H�3RZHU㸧、㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術㸦プロࣃイロット㸧についての特ู授業 

〇㐀⌧ሙにධる๓のㄝ᫂を受ける ᪥㔝自動㌴で〇㐀している㌴✀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

授業を通じて、生徒たちはプロࣃイロットやH�32:(Rな࡝のඛ進ᢏ術について深く理解し、ᢏ術に対 

する⯆࿡と関心が大きくྥୖした。理解ᗘテストではከくの生徒が高得Ⅼをグ㘓していて、知㆑がし 

 。かりと定╔していることが☜認されたࡗ

【能力・スキル】 

サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

【関連企業】 ᪥産プリンスᇸ⋢販売株式会社 

 
【授業名・プロジェクト名】「⎔ቃၥ㢟と自動㌴ᢏ術について学ぶ」 
１年自動㌴科１月１㸮᪥㸦金㸧・１月１７᪥㸦金㸧「᝟ሗᢏ術基♏」で実施 

【授業の概要・狙い】 
・１回目は、これまでの0H6授業を᣺り㏉ࡗたうえで、 ᬮ化やオࢰンᒙ◚ቯな࡝の⎔ቃၥ㢟の基♏ 
知㆑をᩚ理して、自動㌴科が᤼ฟするC22を中心に㆟ㄽを展㛤。(9の✀㢮(%(9・H(9・3H(㹔・)C(9) 
についても解ㄝして、生徒の理解を深める。 

・㸰回目では、越生町の⎔ቃၥ㢟への取り組ࡳ活動や他の自἞体での取り組ࡳ活動をㄪ࡭たୖで、越 
生町として実施す࡭き施⟇のアイデアについて生徒にグループディスカッシࣙンを実施させ、地域 
との⤖びつきをព㆑した探究的な学びを行う。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生徒の考えた越生町が取り組む࡭き施⟇のアイデアをヰし合う 
【成 果】 

・生徒は、 ᬮ化や ᐊ効果࢞ス、自動㌴の⎔ቃへのᙳ㡪をල体的に理解することができた。(9の 

✀㢮やᢏ術をᢕᥱし、越生町の活動との関連を考える中て、地域ㄢ㢟への関心が高まࡗてきた。 

・⎔ቃၥ㢟とᢏ術㠉᪂を⤖び付けて考える力がᑡしずつ育ࡗてきた。またカー࣎ンࢽュートラルへ 

のどⅬも目ぬめてきた。ḟ年ᗘのල体的なㄢ㢟解Ỵの実㊶に⤖びつくෆᐜとなࡗた。 

【能力・スキル】 

越生町理解・コンセプチュアルスキル 

【関連企業】 なし 

 

2ྎの㌴୧間に自動㥔㌴する㐠㌿ᨭ᥼をྠ஌して体㦂 
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【授業名・プロジェクト名】「9Rධ㛛」 
１年自動㌴科㸰月１㸷᪥㸦Ỉ㸧「自動㌴工学」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・自動㌴科�年生を対㇟に、᭱᪂ᢏ術の体感を目的とした9R特ู授業を実施。 

・生徒は0HWa 4XHVW 2を౑用し、᭱ึに教員が「はじめてのクエスト」チュートリアルを実₇し、 

୙Ᏻをᡶᣔする工ኵを行ࡗて実施する。そのᚋ、生徒自身がチュートリアルを実施し、基ᮏ᧯作を 

習得させる。 

・さらに、<RX7XEHの���r動画をど⫈し、9Rᢏ術を活用したᫎീ体㦂を実施。 

・授業ᚋのアンケートでは、9Rのᢏ術について᥎ し、体感したᢏ術の理解を深めるᶵ会となࡗ 

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・授業ᚋアンケートでは、80㸣の生徒がVR ᧯作に័れたと回⟅し、ከくの生徒がVR のἐධ感や

ᢏ術に㦫きを感じていた。 

・特に「手やᣦの動きの認㆑」「ᫎീの❧体感」「どⅬ⛣動による⮫ሙ感」を実感、「なࡐ手の動き 
がࢃかるのか」「VR コントローラーの௙組ࡳ」な࡝ᢏ術への⯆࿡も高まࡗた。 

・VR 体㦂を通じて、᭱᪂ᢏ術にゐれ、実㝿の௙組ࡳについて考えるᶵ会をᥦ౪できた。 
【能力・スキル】 

デジタルリテラシー  

【関連企業】 ࣋クターデࢨイン 

 
【授業名・プロジェクト名】「(9࣋ンチャーから学ぶ」 
１年自動㌴科㸱月㸴᪥㸦ᮌ㸧「自動㌴実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

自動㌴科の地域ㄢ㢟の中で⎔ቃၥ㢟を取りୖ200(、ࡆのᑠᆺ(9㛤発を通して、)200の᪂ᢏ術の特ᚩ 

を学び中で、㟁Ẽ自動㌴㸦(9㸧の特性を理解させる。また実㌴をぢて㌴୧のコンࣃクトの設ィや㍍㔞 

化の工ኵについても理解させ、)200のᢏ術を他のࣔビリティ㸦バイク・バス・シェアカーな࡝㸧に

も応用できるか考えさせる。 

授業はᗙ学と実習でᵓ成する、๓ẁでC$6(についてㄝ᫂したᚋ、)200の企業概要や)200 21(のᢏ術 
的特ᚩ㸦ステアリングアクセラレーター、イン࣍イールࣔーター、フロートドライブ、 
ス࣡ッピングバッテリー㸧を紹介する。さらに、)200 7:2のコンセプトやコンバージࣙン(9஦ 
業についても学ࡤせる。 

実習では、ᗙ学で学ࢇだᢏ術の☜認やバッテリーのᵓ㐀をほᐹし、)200 21(のヨ஌体㦂を実施。生 
徒඲員がྠ஌し、(9ならではの加㏿特性や㟼⢔性を体感させる。ᮏ授業を通じて、生徒には᭱᪂  

教員によるデࣔンストレーシࣙン 生徒による体㦂 

の㟁動㌴୧ᢏ術やᣢ⥆ྍ能なࣔビリティのྍ能性について理解を深めさせる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・生徒は、㟁Ẽࣔーター、バッテリーᢏ術、インバーターな࡝の基ᮏ的なཎ理を学ぶことがで 
きた。 

・EV ࣋ンチャーはᣢ⥆ྍ能な஺通手ẁの㛤発に⤖びつく取り組ࡳ活動を実㊶しており、生徒は 
⎔ቃにඃしいᢏ術の㔜要性を理解することができた。 

【能力・スキル】 

サステナビリティ理解・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル  

アントレプレナーシップ 

【関連企業】 株式会社)200 

 

【授業名・プロジェクト名】CASE㸩Ș「᭱᪂ᩚഛᢏ術ධ㛛」 

㸰・㸱自動㌴科㸱月７᪥㸦金㸧「自動㌴実習」で実施 
【授業の概要・狙い】 

㞄᥋する越生自動㌴大学ᰯで産業実ົᐙ教員でも࠶るすஂಖඛ生に実㌴を౑用しての実㊶的なスキ 

ルの習得を目ᣦす。 

・๓༙では、እ㒊デ᩿ᶵのᚲ要性や᥋⥆᪉ἲを学び、2%'ϩカプラを用いた実習を行う。྾Ẽ ᗘセン 
 サーをእし、'7Cの☜認やデータࣔࢽタを活用した≧ែኚ化のほᐹを体㦂させる。 
・ᚋ༙では、㟁Ẽ自動㌴の普ཬに伴い㔜要性がቑすపᅽ㟁Ẽの基♏とᏳ඲作業を学習。感㟁の༴㝤性や 
⤯⦕用ಖㆤලの活用、㟁Ẽ用ゴ࣒手⿄のⅬ᳨を実施し、ࣁイブリッド㌴・(9ᩚഛのὀពⅬやサービ 
スプラグ取りእしのデࣔをぢ学させる。 

・生徒はデ᩿ᶵの᧯作ᢏ術と㟁ẼᏳ඲の知㆑を深め、௒ᚋのᩚഛ⌧ሙでの対応力を高める㈗㔜なᶵ会と 

ྠ஌体㦂 EV ㌴の㌴体ᵓ㐀 
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